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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・　本日中に昇格試験の試験希望日を各自、上野SGMに報告するように。

· 緊急連絡網を個人宛てにメールで送信するので、各自確認するように。

· 各自、言葉遣いには気を付けるようにし、役職者は名字に役職名を付けて呼ぶように。

· 上司から仕事を頼まれ、完成したら上司に報告するように。

· 勤務制限者は半年後毎に更新していく。

· 能力開発カードについて今月中に面談実施していく。

· 5/29五月祭り実施予定。

＜疾患別診療計画立案＞

谷川　実義　様（48）　　男性

生年月日：昭和39年2月13日

担当医：田名部Dr

担当職員：柴田　真弥・佐々木　弘子

診断：統合失調症　　合併症：なし
入院歴
①H6.6.27～H6.9.30　青南病院

治療歴

H23.8.2～デイケア利用（青陽館）、外来通院（1回/月）

症状
自閉、感情鈍麻、意欲の減退
利用目的
1 生活リズムの獲得

2 作業能力の向上

3 病識の獲得

プログラム内容
疾病教室、作業療法、栄養指導

目標
長期：再発せず、現在の生活を維持・向上することが出来る。

中期：①デイケアに通い、生活リズムを崩さない。　

②コレステロール値が気になる為、正しい食生活と運動を心がける。

③社会参加として、他メンバーとの交流を図る。

短期：①毎食後の服薬を行うことができる。　

②デイケアでの運動には積極的に参加する。帰宅時は歩いて帰る。

③自分から他者に話しかけ、会話をしてみる。

実施計画
①利用日には本人の体調、生活状況、服薬状況等を確認し、病状や生活の安定を図っていく。病状悪化時は自閉的になる為、自宅に引きこもっていないか確認する。

②運動方法と自宅での食事内容の振り返りを行い、コレステロール値の悪化を防ぐ。

③他者との交流を観察し、本人から話し掛けがあった際は傾聴またはアドバイスしていく。スタッフとの交流機会を設け、本人の考え方に歪みが見られる際は指摘していく。

④現在の生活について振り返り、今後デイケアをどのように利用し、退所を目指すのか、具体的なイメージを持っていただけるよう、定期的に面談を行う。

現在の状況
· 通所利用日（週1回、火曜日）は欠席することなく6ヶ月間経過している。

· コレステロール高値だと話されている。

· 金銭管理は出来ている。

· 自炊は出来るが、味付けが濃くなるという理由で、惣菜を購入しているとのこと。

· 裁縫に興味があり、以前作業所でミシンを使用したことがある為、ミシンに興味を示している。

· 大型二種免許を取得しているが、仕事先で車の運転が多い為、自ら免許を無くしたとのこと。

· 対人交流は人を選んで自ら話しをしているが、時々、他者を見下したような発言がある。また、人を通じて他者の情報を聞き出そうとする様子あり。

検討結果

・対人交流の場で、話す内容が適さない場合や他者を見下す発言、強い口調がある場合には、スタッフより声掛けして、その都度振り返りを行なっていく。

＜疾患別診療計画立案＞

平　京子　様（57）女性　

生年月日：昭和29年5月10日

担当医：川端Dr

担当職員：柴田　真弥・佐々木　弘子

診断：統合失調症　　合併症：脂質代謝異常症
入院歴
1 H10.3.19～H10.10.13　八戸赤十字病院

2 H16.4.26～H20.6.2　青南病院

治療歴

1 H10.10.13～H11.3.9　八戸赤十字病院通院

2 H20.6.1～H22.11.30　青山荘

H20.6.2～デイケア利用（青陽館）

症状
自閉、感情鈍麻、意欲の減退
利用目的
1 基本的生活習慣病の習得

2 身体機能の維持・向上

3 対人関係の改善

4 作業能力・持続性の向上

5 病識を見に付ける

プログラム内容
疾病・服薬教室、作業療法、栄養指導、SST、運動療法、日常生活動作訓練、ストレス緩和

目標
長期：①病状を崩さない為に、継続した通所利用と服薬管理を行う。

②バランスの良い食事を心がけ、コレステロール値の改善を図る。

中期：①生活リズムを整え、服薬管理をしっかりと行い病状の安定を図る。

②プログラムへ積極的に参加する。

③栄養指導での指導内容を参考にし、食生活の改善に努める。

短期：①服薬の必要性を理解し、忘薬しないようにする。

②苦手なプログラムへも参加出来るようにし、プログラム内容に不満がある場合はスタッフへ話す。

③脂分が多く含まれる食材や食料品の摂取はなるべく控え、マヨネーズ等の使用量も減らすようにする。

実施計画
①生活リズムの変化や処方薬に対する発言（自己調整していないか等）や忘薬、怠薬がないか状況確認する。

②プログラムの取組状況の観察。プログラムへの不満が聞かれた際は、本人の意見も聞きながら説明する。

③自宅やデイケアでの食事内容・食事量の確認をし、必要に応じてアドバイスをしながら食生活の見直しに繋げる。

現在の状況
· デイケアに来ないで、自分が好きなことをしていたいと話すが、デイケアに行かないと体調を崩してしまうと話されている。

· 外来栄養指導をH24.4～月１回実施予定。

· 薬の服用は忘薬せず出来ているとのこと。

· 統合失調症や脂質代謝異常症の病気について、入院の経緯も「病院に連れて来られて入院した」「痩せていても脂質代謝異常症になるの？」「マヨネーズでカロリー1/2とか、コレステロールゼロは美味しくないから普通のマヨネーズの方が美味しいから、他の物に変えたくない」など病識について理解の乏しさあり。

· スタッフが脂質代謝異常症改善についてアドバイスを行なうが、聞き入れることはない。

· 修理代でいくら取られようが「○○円しかかからなかった」と話し、金銭管理の乏しさあり。

検討結果

・病識を見に付けてもらい、実践するまで個別に関わっていく必要がある。
＜利用者様情報＞

· 秋山　和子　様～昨日の外来受診で体重55.2ｋｇであり、担当医より太ったと言われた事を報告　

しており、減量を希望されている。スタッフより現在、BMI25.2で肥満である事を本人に伝えている。本人より「うみねこ幸房の弁当を食べているから太るのかな」と話されている為、3食の食事は必要であることを説明している。現在の間食量について確認すると「お湯に砂糖を入れて1回に4杯、かりんとう5本/日、揚げ菓子4本/日」と話されている為、砂糖を入れずにお湯を飲むようにとお菓子は控えるように説明している。また、運動量は今以上増やしたくない為、運動プログラムでの１つ１つの動作を大きく行うように説明している。本人に、減量に向けて取り組めるかを尋ねると「これぐらいなら出来ると思う」と話している。

· 鈴木　和則　様～昨日、本人にデイケア利用について確認すると、「辞めたいと思っています。自
分には必要がないし、意味がないと思っている」と話されている。自宅での服薬管理については、「薬は母親に取り上げられた。」と話し、現在は母様の管理で服薬を行っているとのこと。デイケアの必要性について説明するが、理解が乏しく拒否的な発言が多く聞かれている。受診時に本人より相談し、担当医の了承を得てデイケア退所（利用中止）となっている。訪問看護は拒否しており、外来通院を1回/2週から週1回へと変更となる。
· 管野　勝利　様～外来と通所での血圧測定に差がある為、今後通所で測定した数値をノートに記載
し、翌週の外来受診時に担当医に報告するように説明していく。
· 長瀬　紘一郎様～明日行なわれる、今後の食事についての検討会は、本人同席すると混乱をまねく
と考えられる為、スタッフ間で先に話し合いを実施し、決定事項を本人へ伝えることとする。
· 下町　サン子様～午前中にフラつきを訴えており、血圧異常なく経過されている。その後、テーブ　
ルに額をくっつけて休まれている。
· 久保　清美　様～昨日、姉様に今後の仕事内容についての相談は出来ておらず、5/19姉様に

相談して就労については、ゆっくり話し合っていくとのこと。

· 大久保　康弘様～昨日、リスパダール増量となり、現在8ｍｇとなっている。薬剤師より

6ｍｇ以上の摂取で涎が出る症状と眠気の強さが出るなどの副作用がある為、様子観察するように説明あり。

· 松永　勘五郎様～昨日、夕食の注文をしていないが、夕食の時間になると他メンバーの食事

を食べている事あり。声掛けには「今頼むって言えば食べていいべ」と話されている為、事前の注文により食事が届いている事を説明するが聞き入れることは無い。明日からの食事注文を希望するのであれば、前日の昼までに注文するよう説明すると今月分の注文を行なっている。

· 前野　義勝　様～昨日、他メンバーやテレビなど些細な事に対して怒っている様子見られて　

いる。振り返りを行うと「今日は変な事が多くて、直ぐに頭に来るんだよ」と話されている。他メンバーに対してはスタッフの介入により、落ち着く事が出来ている。

＜外来情報＞

· 富田　紀子　様～通所の回数を1日減らしたいと話すが、通所スタッフに来た方が良いと言　

われたことを報告している。

· 上久保　善郎様～採血の結果、異常なし。

· 奥山　以依子様～本日採血施行。来週の外来受診時に結果を報告する予定。

· 柳町　信之　様～幻聴で子供の声が聴こえると話すが、幻聴に左右されることは無いとのこ

と。

